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研究成果の概要： 

喫煙行動に関するマイクロデータによる研究論文 1本（「喫煙行動と居住地域：Tweedie 分布
モデルによる検証」）、高齢者・障害者に関するマイクロ・マクロデータによる研究論文各 1本
（「介護者にとって満足度の高いケアプランは在宅要介護高齢者への虐待を抑制するか？」・「特
別支援学校高等部の卒業生の就職率」）を執筆した。いずれも学会（日本経済学会・医療経済学
会）・研究会での報告が終了しており、査読雑誌への投稿にむけて準備を進めている。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

平成 19 年度 500,000 0 500,000 

平成 20 年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 1,000,000 150,000 1,150,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：経済学・応用経済学 

キーワード：喫煙・高齢・障害者・要介護高齢者・養護学校・就職率 

 
１．研究開始当初の背景 

公的医療保険制度や公的介護保険制度、障
害者自立支援法などが議論される中、健康資
本に関する実証研究の重要性が高まってい
る。 

医療制度改革や医療費の増加を検討する
際に重視される議論の一つとして、生活習慣
がある。中でも喫煙・飲酒・肥満は、様々な
疾患のリスクファクターとして社会的に認
知されている。喫煙・飲酒・肥満については、
医学・疫学的な見地に基づく先行研究が数多
く存在する。しかし、近年、欧米の医療経済

学者を中心に、個人のインセンティブに基づ
く研究が盛んに行われている。（合理的中毒
モデルや時間選好率・危険回避度・仲間効果
を考慮した研究。） 

特に高齢者に関しては、長年の生活習慣の
結果が表面化しやすい。そのため、様々な年
齢層の生活習慣と現在の健康状態、高齢者に
関してはさらに介護の必要性の有無と介護
の実態に関するエビデンスの蓄積が求めら
れる。 
また、障害者に関しては、多くの国々にお

いて、国連の障害者権利条約が批准され始め



ている。国内外で障害者問題を積極的に議論
する時期にきている中、障害学・社会学の分
野では、社会が障害者にもたらす障壁を「社
会モデル」の中で積極的に議論している。そ
れに対し、経済学の分野では、これらの障壁
に対する議論が非常に少ないのが現状であ
る。そのため、今後の障害者福祉施策のあり
方を検討する上で、信頼できるデータに基づ
く実証研究が重視される。 
 
２．研究の目的 

本研究課題の目的は、①喫煙行動の要因を
経済学的な見地から検証すること、喫煙行動
と肥満の関係を検証すること、②介護保険制
度や障害者自立支援法といった政策の介入
や障害の有無が、高齢者介護や障害者・高齢
者の日常生活・就業行動・経済状況に与える
影響を検証することである。 

信頼できるデータに基づいて、これらを検
証するにより、今後の社会保障制度のあり方
に対して一定のエビデンスを示す。 
 
３．研究の方法 
(1) 喫煙行動の研究では、タバコ支出額と個
人のインセンティブに関する変数の関係を
検証した。データは、『家計調査』（総務省）
のマイクロデータである。具体的には、単身
世帯のタバコ支出額を被説明変数とし、家計
調査に含まれる個人属性や居住する都道府
県の属性などを説明変数として、Tweedie 分
布モデルに基づく推定を行った。居住する都
道府県の属性として、都道府県の大学進学率
や酒・ギャンブル関係の事業所数、喫煙者率
を用いた。これらの変数は、健康に関する知
識量やタバコとの補完性が強いと考えられ
る財の影響、仲間効果（peer effect）の影
響を把握するために用いた。推定の結果、
Tweedie 分布モデルのうち、複合ポアソン分
布モデルがデータの性質にマッチしている
ことが判明した。また、複合ポアソン分布モ
デルの推定結果より、仲間効果やタバコと酒
の補完性が確認された。（表 1） 
 
表１ Tweedie 分布モデル（複合ポアソン分
布モデル）による推定（上段は男性の全年齢
層、下段は女性の全年齢層） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

：***：0.1%有意、**：1%有意、*：5%有意、.：

また、『全国高齢者パネル調査』（東京都老
人
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い

目し、介護保険
制

 
注
10%有意。 
 
 
 

研究所・ミシガン大学）のマイクロデータ
に基づく分析も継続している。こちらの分析
は、喫煙行動の停止が肥満につながるかにつ
いて、検証作業をしている段階である。 
 
(2
った政策介入・障害の有無が、高齢者介護

や障害者・高齢者の日常生活・就業行動・経
済状況に与える影響を検証する研究では、大
きく二つの分析を行った。 
第一に、要介護高齢者に着
度の介入効果を検証した。データは、財団

法人連合総合生活開発研究所が実施した『介
護サービス実態調査 2001』の「要介護高齢
者の介護者調査」のマイクロデータである。
分析では、在宅介護の現場において、介護者
による要介護者への虐待頻度が、質の高いケ
アプランや介護サービスの利用で軽減され
るかを検証した。推定の結果、質の高いケア
プランや、特定の種類の介護サービスの利用
は虐待を抑制することがわかった。 
 



図１ 養護学校高等部の就職率の変化 

 
注：『学校基本調査』（文部科学省）のうち、
進学者（A）、教育訓練機関等入学者（B）、就
職者、無業者（左記以外の者）、死亡・不詳
についての全国データから作成した。就職率
の定義は以下の通りである。 
就職率（%）＝（就職者＋Aと Bのうち就職し
ている者）／計×100 

 
 
第二に、障害者についての分析では、マク

ロデータに基づく分析を行った。マイクロデ
ータによる分析の前に、マクロデータによっ
て長期的な傾向を把握するために、マクロデ
ータを用いた。 

『学校基本調査』（文部科学省）で報告さ
れている養護学校高等部の卒業生の就職率
のデータを見ると、過去約 30 年間に男女計・
男・女のすべてにおいて、就職率が低下して
いることがわかる。（図 2）この間、上昇して
いるのは、大学進学者や職業訓練機関に進む
者の割合ではなく、無業となる卒業生の割合
である。分析では、就職率のデータを被説明
変数とし、新規学卒者有効求人倍率や障害者

手帳の取得者の割合、産業構造の変化などを
説明変数とするパネル分析を行った。現在、
説明変数を増やすなど、追加的な作業を進め
ている。 

 
４．研究成果 
喫煙行動の研究については、論文「喫煙行

動と居住地域：Tweedie 分布モデルによる検
証」に結果をまとめた。日本経済学会で既に
報告しており、様々なコメントを得ることが
できた。現在、査読雑誌への投稿準備を進め
ている。 
要介護高齢者の研究については、論文「介

護者にとって満足度の高いケアプランは在
宅要介護高齢者への虐待を抑制するか？」に
結果をまとめた。日本経済学会と医療経済学
会で既に報告しており、現在、コメントに沿
って修正作業を行っている。 
養護学校高等部の卒業生の就職率につい

ては、分析結果の一部を、論文「特別支援学
校高等部の卒業生の就職率」にまとめ、東京
財団 VCASI 公開研究会「社会のルールについ
て IV：障害と経済について」で報告した。こ
の分析は平成 21 年度も継続して行う予定で
ある。 
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